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固有ベクトル法による推定ウェイト諒との差は，  
l仲一叫l2：叫＋乃2   

且。口対比改行列起誤差  

AHPにおいて，一対比較行列に含まれる誤差が全  
ての要素について一様にある分布に従っていると  

考えて，最良なウェイトを推定するのが，幾何平  
均法であり一般平均法でもある．しかしながら，  
誤差がどの比較についても一様に同じ分布から生  

じるという仮定は，実際にはその評価項目につい  
ての比較がいつも同じ程度の正確さでなされてい  

るという仮定が必要である．一方，固有ベクトル  
を利用する方法は，一対比較値には誤差が含まれ  
ないものとして考え，その一対比較行列にできる  
だけ合うようにそのウェイトを推定するものと考  

えてもよい．なお，誤差を含まないという考え方  
であるとそのモデルの妥当性を考慮せざる得ない  

状況も生じる．   

そこで，一様に同じ誤差分布に従う仮定や，誤  
差を生じないという仮定ではなく，誤差がすべて  

の要素でなくある特定の要秦のみにあると仮定す  

るととにする．   

しかし，乃次の一対比較行列（叫）の幾何平均法  
や一般平均法における推定ウェイトは，  

l博一叫l2 ア叫＋3乃   

（匹＝入max－1－α－1／α）  

という関係になり，托＞3であるならば左固有ベ  
クトル法がよいことが分かる【2】．（注：幾何平均  
法ならば真のウェイトと一致する．）  
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このように，固有ベクトルを利用してウェイト  

を推定する際に，左固有ベクトルを使用した方法  

でウェイトを推定した方がよい場合がある．   

そこで，本研究では，ある誤差が含まれる要素  

がつぎのようなパターンの場合について考察する．  

一対比較行列  

誤差が含まれる要責  

品f＝幌画‾1′r，  rはパラメータ  

であり，一対比較行列の行について各要素の関数  
和をとるので，ここで議論するような，誤差の行  
列への配置についてほ各行に誤差がどの程度ある  

かによって定まることになる．一方，固有ベクト  
ル法は，各要素にある誤差が推定ウェイトすべて  
に影響を与えることになる．そこで，固有ベクト  

ル法における推定ウェイトへの影野を考える．そ  
の際，一対比較行列の転置の固有ベクトルを使用  
した左固有ベクトル法【1】との違いも検討する．  

2。誤差♂電タロ診  

つぎのような誤差を含んだ一対比較行列（A）が与  

えられたものとする．このとき，国有ベクトル法  
の推定ウェイトぁと真のウェイトwとの差と，左  

図1：誤差要素  

誤差要索が一対比較行列のある1行に含まれてい  

てその他の要素は，1であるとすると次の定理が  
成り立つ．  

定毯且一対比較行列において第1行の第2要素か  

ら第∫要素までd（＞1）とし，他のすべての要素を  
1（だたし，逆数性は保持）とする．このとき，固有  
ベクトル法における推定ウェイトをみ，左固有ベ  
クトル法における推定ウェイトを諒とすると  

l博一且Il2≧l博一且Il2．  

ここで，皿はすべての要素が1のベクトル．  

3。数値実験  

数値実験は，7項目の一対比較行列について行い，  
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このときの真のウェイトは，0．1から1．0までの  

一様分布から各回ごとに7つ選択した．dの債が  

ばらつく場合は，8の値は対数正規分布に従うも  

のとした．なお，標準偏差の値は，指数をとる前  
の正規分布の標準偏差の値である．各シミュレー  
ションは各値どとに10000個の一対比較行列を作  

り，そのウェイトを推定した．  

3．1誤差要素が1行のみにある場合  

項目数7の一対比較行列に対して第1行目の4つ  

の要素に誤差（α）を導入する．  
●誤差α＝2の場合のヒストグラム  

3．2誤差要素が3行にわたる場合  

項目数7の一対比較行列の第1行目の2，3要素，第  
2行目の4，5要素と第3行目の第6要素に誤差を  
導入する．  
●誤差αの値が誤差要素で同じ場合  
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図6：dの値と真のウェイトwからの距離  

●誤差dの借が要素間でばらつく場合（d≧・1）   
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図2：d＝2の場合のヒストグラム  

●誤差αの値が誤差要素で同じ場合   
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図7：dの標準偏差とwからの距離  

●誤差dの値が要素間でばらつく場合  
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’図3：dの値と真のウェイトwからの距離  

●誤差αの値が要素間でばらつく場合（q≧1）   
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図8：dの標準偏差とwからの距離  

4．まとめ  
一対比較する際に，ある項目を基準にして何倍で  
あるかを考える場合に，その比較値に誤差がある  
ときには，左固有ベクトル法の方が推定ウェイト  
の誤差が小さい．誤差の要素に偏りがあることが  

分かっているときは，幾何平均法や調和平均法よ  
りも左固有ベクトル法がよいことが分かる．  
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図4：βの標準偏差とwからの距離  

●誤差dの値が要素間でばらつく場合  
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図5：βの標準偏差とwからの距離  
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